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期期期期待待待待のののの一一一一年年年年生生生生
１年生女子

山西沙季
白峰中（後）

佐久間智園
丸東中（後）

高畑志帆
丸東中（後）

馬場しおり
宇多津中（後）

高橋綾乃
附属中（前）

高島菜々美
多度津中（前）

村上千晶
附属中（前）

近藤希映
附属中（前）
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山本博幹
宇多津中（後）

業天英範
仁尾中（後）

岡根直輝
丸南中（後）

山地達也
宇多津中（前）

森井啓太
琴平中（後）

武田明憲
丸南中（前）

三宅啓司
多度津中（後）

１年生男子

物部優貴
附属中（後）

白峰智大
丸南中（前）

多田有作
多度津中（前）
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大谷直之

石井照樹

２年生男子

２年生男子

塩津　智中村貴志

中村大志 小野裕介
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2年生女子

3年生女子

3年生男子

右　川田晃生

左　礒野裕司

宮武志保三宅君果

川田　栞 西川沙季 橋本悠加中　萌子関谷基香

北川彩未
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顧問先生のご紹介

田村先生
平成２０年度の異動で本校に転任して参りました

田村静夫です。
本校へは二度目の勤務で、前回は昭和５６年から平

成５年までの１３年間お世話になり、その間ソフトテ
ニス部の顧問をさせていただきました。（その当時はま

だ二十代三十代の青年でしたが、今回は五十五を過ぎたじいちゃん先生に
なってしまいました。）
当時はまだ香川西や寒川といった私立のソフトテニス部はなく、男女と

も尽誠が圧倒的に強い時代でした。そんな中で男子は尽誠と優勝を争い、
個人でもインターハイに出場していました。
私が参りましてからは、瀬川昌徳先生、豊嶋知温先生が女子の顧問、私

が男子の顧問をしておりましたが、川本往立先生が来てからは川本先生が
男子、私が女子を見ておりました。
が、見るといっても私の場合は精神的に少し支える程度で、技術的なも

のや戦略的なものは生徒達が自主的に考えてやっておりました。中には初
心者もおり、上の者から下の者までそれぞれが声を掛け合いながら、まず
中で競争をして（各３～４チームでのＡ・Ｂ・Ｃのリーグ戦があり、敗者
や練習に来なかった者はリーグ落ちする、など）順位を決めるなど、楽し
みながら実戦力をつけておりました。「頭を使って練習をする」これが丸
亀高校の伝統であったと思います。
そしてその間、丸高ソフトテニス部後援会の皆様方には物心両面で非常

にお世話になりました。久しぶりに帰ってみますとコートが非常に整備さ
れ、以前居りましたときに作っていただいたローラーが今も活躍して居り、
先輩方のこうした支えがあってこその部活動なのだということをこれから
も生徒達に教えてゆきたいと思います。
幸いなことに、今年は１年生男子１０名、女子８名の新入部員が入部し

てにぎわっております。今述べたような丸高ソフトテニス部の伝統を受け
継ぎながら新たな歴史を刻んでゆけるよう微力ながら尽力して参りたいと
思っております。今後ともご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。
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部活動を考える

昭和３６年卒　林　紘史

もし、私が中学の時ラケットを握っていなかったら、丸高で庭球部に所
属し学業の成績を気にして止めていたら、大学で軟式庭球連盟とやらに関
わっていなかったら、私はどんな人間になっていただろう。西野金陵を定
年退職して、今考える！！！
とにかく、一にテニス、二にテニス、３，４がなくて、五にテニス、そ
して気が付いた時には社会人、その後も５年後輩の尾崎和秀君とペアーを
組み、私が４５歳の壮年に成るまで県内は勿論、周辺の近県の大会に出来
る限り参加したものである。お陰で尾崎君は私の家内に次いで長い連れ合
いとなっている。又、頼りになる、そして心をわって話し合える先輩、後
輩が沢山いてくれる。
これも、丸亀高校庭球部という部活動の「縁」「お陰」とつくづく思う。
平成１７年４月から足繁く丸高テニスコートに通いだし、男子の部活動
に何か違和感、物足りなさを感じながらも高校総体に応援に行った、やは
り惨敗。３年生は翌日に引退とやらで、一切コートには現れなくなる。
そして、２年生以下で新チーム結成、されど部内の雰囲気は変わらず、
一部のやる気は空回り。そんな時田万先輩が部員の意識改革の為のアンケ
ートを提案した、その中に「部活動とは」があった。「部員同士で規律・
団結・志気を維持し、学校教育の一環として社会性を自覚し、学校を代表
している事を忘れず活動する事である。恥を知ってこそ部活動といえる。
又、広く先輩、後輩とのつながりを大切にし、丸高ソフトテニス部を通
して、将来に向かって『絆』を感じられれば、その者にとって最高の部活
動となる。」まったく同感である。
その後、平成１９年度３年生の大半が、２年の後半に全員退部希望の事
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態が発生、田万先輩の城西自宅にて部長先生も加わって話し合ってみた。
少し残っていた「ソフトテニスをやりたい」の気持ちが再燃したのか、数
日の内にほとんどの部員の練習再開の報告があった。
平成１９年度総体では、この３年生が見違えるような気迫で挑戦し、燃
えてくれた。目標とした高い結果は出せなかった。
しかし「惜敗」であった、の言葉は残せた。そして、最終日に負けた後、
放心したような顔で休んで居る所へ行くと、「林さん、後輩を一段としご
いてやって下さい。」の声がした。何か目頭が熱くなった。奴らは大学で
もソフトテニスを続けて、休みには丸高コートに通って来ると信じている。
平成１９年春の異動で他校に転勤された岡根先生も応援に来てくれてい
たが、先生の情熱のお陰と感謝したい。
表題の運動部、部活動の練習は技術・精神の訓練・鍛錬であり、真の

「スポーツマンシップ」を心身に植え付ける良い機会であると考えている。
そして、私は「スポーツマンシップ」＝「武士道精神」（ちょっと古す
ぎるかも？）と思っている。「武士道精神」は忠義という封建的なものを
含んでいた為か、明治以来、徐々に衰微してきた。
しかし、名誉・忍耐・誠実・勇気・慈愛を尊び、恥を知り、卑怯を憎む
など、日本人の核ともいうべき道徳基準となっている。とにかく、丸高ソ
フトテニス部員達には勉学は当然ながら、部活動に自発的・積極的に取り
組み、真の「スポーツマン・シップ」を身に付けて、将来立派な社会人と
して活躍されん事を願う。
私が近年目にし、感じた事を書き連ねたので誠に散文になってしまった、
お許しのほど。
終わって、女子の部を忘れていた。
平成１９年度３年生６名、前・後衛丁度３ペアー１年生の時から揃って仲
良く練習をしていた、久しぶりの好素材と期待をした。そして、一本一本
は確かに上手くなっていた。しかし、負けないヨ、という強さ（相手から
見て怖さ）がなかなか育たなかった。もう少し厳しく、強く言うべきであ
ったかな、特に武田・橋本組には申し訳無く反省している。
彼女達には、大学にいってもソフトテニスを続けて欲しい。そして良き
指導者、ライバルを得て「格下には絶対勝ちを譲らない」強い選手になっ
て、丸高のコートにも、又立ってもらいたい。



－9－

最後に、近年の大学のソフトテニス大会の戦績記録を見るに、丸高出身
者が皆無であると感じている。但し、西日本の大学だけの大会記録は手に
していない、個人戦トーナメントでは確認ができない。とにかく、ソフト
テニスを続ける後輩が非常に少ない事は確か。
O B各位には身近に該当者がいれば、ソフトテニスを続けるように勧め
て下さるようにお願い申し上げて、終わります。

写真　後列左から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和36年卒の部員
西口　　西田　　須崎先生　　中川先生　　河田　　林

前列左から
清水　　藤井　　白川　　亀井　　真鍋　　藤田　　敬称略
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丸高庭球部史
林　紘史

我が丸高庭球部は、明治３７年（丸中）大正９年（丸女）にその端を発
し、昭和２４年、新生丸高庭球部に引き継がれた。
丸中庭球部は前記の通り、明治３７年１１月１日丸中コートにて紅白試

合が行われたのをもってその活動を開始した。
当時の部員に故津島寿一氏がおられ現在も氏の庭球は津島杯として残っ

ている。
大正２年讃岐日々新聞主催の県下中等学校総合庭球大会が開かれる。参

加校は丸中・高中・高商・尽中の４校でチーム数は２０組であった。現在
の様に多数の参加はないが、校内大会には総組数８４組を算する盛況の時
代であり、代表ペアーに向井・津山組がいた。
大正６年１０月第６回高等学校近県総合大会に、三船・田中・海野・岩

崎の４選手が参加。なお、この大会には引き続いて４名ずつ参加していっ
た。大正１３年１０月四国大会に参加。吉原・阿武組が本校初優勝を飾る。

当時クラブで歌われた「遠征の歌」より

一、緑も深き城南の空行く橿をうらみつつ、クローバの咲く校庭に、
我等は男子となりにけり

二、我故里よいざさらば血潮に燃ゆる若人の、強き腕を信じつつ、
ラケット持ちて今たてり

三、里の少女よいざさらば、勝利の国へ我は行く日の桂にかこまれし、
星の光を君は見よ

四、九旬の春は花散れど学の国を浪々の、勇士の魂（球）は
永久に変わらぬ空の星なれや

五、あゝ故里は遥かなり、我が同胞よ思はずや、
暮るる城南の森陰に我が待ちたる人ありと

大正１５年準硬式庭球に変わり、ダブルス・シングルス戦が行われる。
昭和４年には３年間の準硬式時代を終え、再び軟式にもどる。


